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資料
ドミトリー・イグナチェヴィッチ・ヴァレンクイ
「ソヴエト人口研究小史」
市 原 亮 平解説
もともとこの小論は『人口学読本」日本訳の序文としてかいて項いた。併し残念なこと
に手中に入るのがおくれ序文として訳載できなくなった。ソヴェト人口学の最高指導者と
しての力量をしめす「小史」を放置するのに忍びず，姦にヴァレンタイ教授の許しを得て
訳載する。なお同封でおくられた教授の履歴書その他をその儘下に訳載する。なお，以下
の第一次訳はもと私の産業構造論を聴講していた院生長沢孝司がおこない専門用語に関し
て私が多少の改訂をくわえたことを特記しておく。
〇略歴~ 経済学博士 (1961),教授 (1963)。大祖国戦争に参加。モスク
ワ教育大学歴史学卒業 (1945)。1946年以後，研究・教育活動に従事。 1965~1968年に学
術誌「経済科学」論集責任者。 196綺三以後， M•V ・ロモノソフ名称モスクワ大学教授，
1968年以後モスクワ大学経済学部人口問題研究所主任。ソ連邦高等教育省・科学技術会議
人口部会代表，人口問題国際研究同盟会員，ソ連邦科学アカデミー・ 「人口の社会ー経済
的諸問題」会議幹部会員。第二回世界人口会議（ベオグラード， 1965年），国際人口問題会
議（ロンドン， 1955),環境問題国際シンボジウム（ストックホルム， 1973)その他に参加。
〇研究分野一一複合的分析の方法論，人口政策，ブルジョア人口論批判，
〇主著―-r失業一資本主義の随伴物」 (1951),「人口の諸問題」 (1961},「資本主義の
全般的危機と反動的人口論」 (1963), 「人口の理論と政策」共著 (1967), 「マルクス・レ
ーニン主義人口論」共著 (1971,1974), 「人口論の基礎」共著 (1973),「人口学教程ー読
本」 (1967,1975)。
• ※ ※ 
??
日本語版への序文
ソ連邦では人口の広範な諸問題を研究する関心が著しく高揚した。書籍が出版され，
学術雑誌には諸論文が発表されている。モスクワ大学に人口論講座が創設され，広域専
門の人口学 (JJ;eMorpa卯国）講座が準備中である。 A・ボヤルスキー教授監修「人口学
(.11;eMorpa中HH)教程』，学術参考書『人口論の基礎」が出版された。現在，人口学は全
35 
36 闊西大學「経清論集」第30巻第1号
国60以上の専門学校で教えられている。各大学や科学研究所では学者集団が結成され，人
口の諸問題に活発に従事している。最近10年間に人口学に関する 800以上の学位論文が申
請された。
人口を研究する複合的の総合的科学 (KOMfi孔eKCHaRH CHHTeT四 eCKa只 Haytea)につ
いてのテーゼが提起されたのは1961年であった。そして過去数年の間に，人口研究に対す
るこのアプローチを支持する者がふえた。現在わが国では統合的 (HHTerpaJibHI直）アプ
ローチが人口研究の特徴となっている。
人口に関する科学知識の現段階で必要なことは，人口の基本的な諸カテゴリー，とりわ
け発展 (pa3BHTHe)と質 (Ka11eCTBO)のカテゴリーを正確化することであろう。
人口の発展はすべての歴史を貫く普逼的法則であるとわれわれは考えている。人口の発
展の基礎には生産諸力と生産諸関係の発展があるからである。生産力発展の普遍的法則，
需要増大の普逼的法則が，社会の基本的生産力であり基本的消費力でもある人口の発展を
要求するのである。
各々の社会経済構成体には異なった形態の人口発展法則が存在している。
人口学では，人口の発展という用語を「人口の量的増大」等の概念と同義に用いるのが
通例になっている。これは次の明白な不備に起因している。すなわち，多くの人口学の著
・作では，人口に生起する過程の分析が量的側面ー一これは疑いなく重要だが不十分である
一のみに限定されていると1'う事実である。
人口動態 (nBH)Ke四 fHaCeJieHHR)の法則性を解明し，人口の再生産と社会の社会一
経済発展法則との関連を示すことは，人口学だけでは不可能であるということを，明らか
にしておくことが必要である。
「人口の発展」という概念は次の意義をもっている。すなわちこの概念は，社会の社会
ー経済発展の一般法則・法則性と，人口に生ずる経験的法則性とを結合する理論的な掛橋
(MOCT)である。 人口の質 (Ka可eCTBO)というのは， それの性質と特殊性，規定性
(onpene碑 HOCTb) を表現するところの，人口の本質的諸特徴の総体である。生産諸力・
と生産諸関係の一定の発展水準には一定の人口の質が対応する。科学一技術革命のもとで
労働力の質に対する要求が不断に高まり，現代の生産に必要な新しいタイプの働き手への
需要が増大しているのである。
人口の質は，一定の特質が，分与されたわけではないが同等にすべての人々に存在する
ことに現れ，他方ではその人口の中に，相応の類型諸集団を区別しうるものを集中的にも
つ諸個人が存在することに現れる。したがって表面上は，人口の質は諸構造の総体とし
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て，その変化は諸構造の変化として現れるのである。
人口の質的な性格，現在・末来の技術に対して必要な「弾力性」を発揮しうる労働力資
源の能力は，われわれの社会に重要な意義をもつに至っている。なぜなら科学一技術革命
は人口，特に労働能力人口の質に対して，いつそうの，しかも急速に変化する要求を提起
しているからである。人口は国家による特別の施策がなければ社会と科学技術の進歩の要
求に遅れをとるであうろ，したがってそれを阻害するであろう。それゆえ，人口の質の形
成過程に社会が働きかける場合の方向づけは切実な課題である。
人口過程・ (.n;eMorpa中四eCKHenpouecchI)の発展の見通しが複雑であり多様である
ことは，人口過程を管理する諸政策を研究する必要を惹起しているのであるが，政策の目
的は人口再生産の望ましいタイプを形成することだけにあるのではない。科学一技術進歩
の昂進に結びついてごく近い歴史的将来に提起されるであろう要求に応えて，社会が労働
カ資源を発展させるためでもある。
人口に関する知識 (CHCTeMa3H8H雌）のシステムは，組織化された諸知識 (3HaH皿）
の総体であり，かつて存在したものと比べてより完全になっており，解明的で生産的・実
践的な機能を体得している，とわれわれは確信している。
人口研究の複合的アプローチの基礎には，理論的総合 (cHm:es)の原理が存在しなけ
ればならず，人口に固有の全体性を与えてその全側面の統一を条件づけている必然的な諸
関連が存在しなければならない。
人口に関する諸知識の総合は，分析手法 (nopRJJKa)の研究や人口発展の個別的問題の
研究を否定するものでは決してない。これは当然であり，さらに継続されるであろう。た
だ現在においてはすでに総合に対して従属的なモメントである。総合は，それに先立って
出発となったもの（人口）の分析上の分割を弁証法的に否定して成立する。そしてこの場
合の分割は，それ自体として研究されてきた人口の個々の側面や現象を分析した結果のう
ちに，破られた内的統ーを復活することを目的としているのである。
分化と統合 (.n;叫ゆepe皿皿UHRHHTerp皿皿）は分析と総合の相互関係と直接に結び
ついている。社会一人口過程を規定している諸連関や諸関係はまことに多岐的・・多面的で
多様である。
人口過程が社会的な諸過程・諸関係の多様な網の中へ取り’込まれていることは．それに
多様な解釈を，時として一面的解釈さえ，与えることを可能にしている。例えば経済的，
社会学的，社会心理学的，地理学的，生物学的な解釈。
社会一人口的な諸現象を統合的 (HHTerpaJJbHO)・総合的に包括するという課題は，そ
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れらの質•特質・諸関係を統一すること，それらに固有のすべての法則性を統一すること
にある。長期的な経済的，人口的政策において採択される諸決定を全面的に根拠づける必
要がある場合，複合的研究が特別の基礎になるのである。＇
人口に関する知識のシステムそのものの構成の中で，新しい研究方向 (Ha四Hl>Ie
HanpaBJieHHe)の分離・形成過程が顕著に進んでおり，また人口学はすでに，人口動態
の諸科学のシステムそのものとなっている。それゆえ，科学の諸領域の論理構造の諸問題
はわれわれにとって格別の意味をもっているのである。
多くの国民経済問題が学際的な研究を要求しているのだが，現実には研究者が分化し専
門化しているために，相互に「話を交わす」•ことがきわめて困難なことが稀ではない。も
ちろん，学問の分化過程は肯定的な側面をも持っている—自然諸科学や社会諸科学には
新しい学科や方向 (HanpaB孔eHHe)が現れた。
ソ連邦では，発展しつつある科学の新方向の理論的・方法論的諸問題，人口の一般理論
の内容，とりわけその諸要素の研究に関して，またそれに基づいて人口研究のための社会
科学者と自然科学者の団結に関して，大きな仕事がなし遂げられた。
科学の一定段階での統合と並行しつつ進められる専門の深化は，いっそうの細分化へ到
達する。きのうは「全体的」であったものが，きょうはすでに独立したものの総体に，だ
がそれも個別科学の一定の統一によってはじめて統一体として性格づけうるものになって
いる。
こんにちの現実が，人口再生産の諸法則に関する知識の深化を要求しているのであ
る。
現代の人口学のきわだった特徴は，人口動態の諸過程の社会一経済的な相互連関と結果
に関わる諸問題が前面に押し出されていることである。これらの相互依存性を知ること
は，人口動態の予測や経済の正しい計画化を助けるであろう。
ソビエトの学者が人口に関する理論的発展の分野で， 1950年代と1960年代に行ったこと
を，さらに1970年代に行っていることを，比較してみよう。
50年代ー一人口の数の再生産と変動の過程の研究が主として国家統計機関で実施され
た。時として具体的な社会的連関から切り離されながらも，人口統計によって若干の量的
法則性が確立され，歴史発展の諸段階における人口構成数の変化が確立された。
この仕事に補足して，人口に歴史的にアプローチする試みや，各社会構成体とりわけ社
会主義の人口の統一的な一般法則を定式化する試みが見られた。
60年代~ 人口の
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経済学的法則が分離され，そしてそれが人口学的諸法則から区別された。
70年代-—人口の再生産過程は，社会的，人口学的，社会心理学的，経済学的諸法則の
全システムに条件づけられた複雑な社会過程とみなされるようになる。このことから，単
ーの法則では人口に生起する全過程を記述しえないという結論が導かれ，社会構成体の人
口諸法則のシステムを定式化する試みが着手されている。しかし，人口発展の普逼的法則
の定式化が試みられ，方法論の諸問題に関心が高まっているとはいえ，社会構成体の基本
的人口法則が果して存在するのかどうかは依然として明らかではない。
60年代に人口研究の複合的アプローチの仮説が提起される。にも拘らず，さまざまな
部門の科学者が自己の特殊な研究方法を適用しての，分散された努力 (pa3p03H~HHhle
ye皿皿）が支配し続けた。
70年代は人口研究の複合的アプローチの実践的適用によって性格づけられる。新しい理
論構成—一人口動態の諸科学のシステムを一構成部分として含むところの，人口に関する
知識のシステムーーを創造する試みが行われている。人口学の経済的，地域的，人種的等
の新しい人口学諸部門が形成されている。
人口経済学，人口社会学，人口地理学の領域の研究が広まり，人口生態学 (aKOJIOl'HH)
の領域の研究が開始された。
人口過程分析の方法論領域の専門家はその完成に従事している。これは主として数学的
および社会学的方法に関するものである。
人口動態の研究における模擬モデル (HMMHT皿HOHHoe.MO仄e皿poBaHHSI):の利用可
能性の研究が着手され，また電子計算機の利用によって国全体さらに各地区の長期的な社
会一人口動態を予測する方法を創造する仕事が実行されている。
60年代には，人口発展諸法則に関するシステム的知識の未完成のゆえに，人口政策のた
めに練られた諸方策が分散的 (pa3p03HeHHb18)性格をもつことが度々あった。
現在では，人口に生起する諸過程に複合的に働きかけることによってはじめて望ましい
人口変化を達成しうるという理解へと進んだ。
過去10年間に，諸外国の人口再生産の諸傾向を研究する分野でも，さらにまた人口のプ
ルジョア的諸概念の批判の分野でも，一連の貴重な仕事が遂行された。
われわれは人口を，多くの規定と関係 (K・マルクス）の豊かな総体として，あるい
は，その現れのあらゆる多様性と量的・質的な性格づけの豊かさの中で弁証法的に考察さ
れた全体として，研究している。 M・V・ロモノソフ名称モスクワ大学経済学部・人口問
題研究センターとソ連邦大学省・科学技術会議人口部会は，モスクワ，レニングラード，
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キーエフ，ミンスク，タシケント，アルマ・アタ，スベルドロフスク，ハバロフスク，サ
ラトフその他の都市の研究者集団と共に，「ソ連邦の人口と 2000年を迎える世界」のテー
マで研究にたずさわっている (1971~1980年）。
このテーマを研究する必要性は，積極的で長期的な社会一経済的，人口的な予測が要求
されているということにある。
デ・ヴァレンタイ
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